
現
在
、
土
木
技
術
者
の
人
材
不

足
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
、
建
設
業
や

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
中
小
規
模
の

地
方
自
治
体
で
顕
著
で
あ
り
、
国
や
イ

ン
フ
ラ
企
業
等
で
も
同
様
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
必
要
な
土
木

技
術
者
が
確
保
さ
れ
ず
か
つ
適
切
な
処

遇
を
得
て
い
な
い
こ
と
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
国
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
土

木
技
術
者
が
取
り
組
む
べ
き
防
災
計
画

の
策
定
・
普
及
と
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
、
イ
ン
フ

ラ
の
高
機
能
化
や
技
術
開
発
、
そ
し
て

土
木
技
術
者
に
よ
る
国
際
協
力
を
拡
充

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
材
の
確
保
に
関
し
て
は
、

全
国
の
土
木
工
学
系
の
学
科
・
専
攻
を

有
す
る
大
学
・
高
専
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
卒
業
後
の
学
生
の
進
路
が
多
様

化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
建
設
業
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
中
小
規
模
の
地
方

自
治
体
へ
の
入
職
者
が
不
足
し
て
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
主
要
先
進

諸
国
で
は
、
大
学
院
修
了
者
や
博
士
号

取
得
者
が
主
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
る
傾

向
に
あ
る
一
方
で
、
わ
が
国
で
は
、
さ

ほ
ど
高
学
歴
化
・
専
門
化
は
進
ん
で
い

な
い
点
も
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
大
型
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
減
少
す
る
中
、
現
場
で
の
取
組
み

の
お
も
し
ろ
さ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
土
木
の
魅
力
と
や
り
が
い
を
学
生
に

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
処
遇
に
関
し
て
は
、
建
設
業
と

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は
、
特
に
技

術
者
の
労
働
環
境
と
業
務
内
容
が
好

ま
し
く
な
く
、
公
務
員
へ
の
転
職
者
も

多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
で

は
、
今
後
、
建
設
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
と
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受
注
者
が
技
術
力
を
発
揮
し
、
よ
り
総

合
的
に
取
り
組
め
る
発
注
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　

現
在
土
木
学
会
で
は
、
広
報
戦
略
の

一
環
と
し
て
、
土
木
界
の
担
い
手
確

保
・
育
成
が
重
要
課
題
の
一
つ
と
い
う

認
識
か
ら
、「
土
木
の
魅
力
・
や
り
が

い
等
の
学
生
へ
の
情
報
発
信
」
や
「
土

木
界
の
担
い
手
の
環
境
改
善
に
向
け
た

政
策
発
信
」
等
を
含
め
ま
し
た
。
こ
れ

を
、
設
置
検
討
中
の
「
土
木
広
報
イ
ン

フ
ラ
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
土
木
学
会
が

中
心
と
な
り
、
国
交
省
、
建
コ
ン
協
、

日
建
連
な
ど
と
と
も
に
広
報
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
土
木
技
術
者

の
人
材
確
保
が
進
み
、
か
つ
処
遇
が
改

善
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
土

木
界
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
優
秀
な

人
材
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
通
じ
て

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

誇
り
あ
る
土
木
技
術
者
を
今
後
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
木
技
術
者
の

処
遇
改
善
に
は
、
契
約
方
式
、
特
に
発

注
時
の
積
算
の
考
え
方
の
改
善
が
必
要

で
あ
り
、
単
価
と
と
も
に
現
在
、
一
般

管
理
費
と
さ
れ
て
い
る
費
用
の
考
え
方

を
改
善
し
、
あ
る
べ
き
姿
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
環
境
に
関
し
て
は
、
土
木
業
界

が
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
職
場
で
あ
り
、
中
で

も
年
度
末
に
業
務
が
過
度
に
集
中
す
る

状
況
で
す
。
こ
こ
で
、
土
木
学
会
の
活

動
の
一
つ
で
あ
る
、
土
木
界
の
人
材
の

多
様
化
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
実
現

す
る
に
は
、
ま
ず
、
ゆ
と
り
あ
る
人
員

配
置
と
処
遇
改
善
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
業
務
内
容
に
関
し
て
は
、

受
注
者
の
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
案

件
は
少
な
く
、
技
術
者
と
し
て
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
状

況
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
契
約

案
件
が
業
務
範
囲
と
年
度
に
応
じ
て
細

分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
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